
原町田大通り及び原町田中央通りにおける社会実験の実施結果について 

 町田駅周辺地区都市再生整備計画（計画期間：２０２１年度から２０２３年度）に基づ

き２０２１年１１月２０日（土）から１２月２０日（月）まで実施した、原町田大通り及

び原町田中央通りにおける社会実験の実施結果について報告します。 

１ ２０２１原町田大通り滞留空間創出社会実験～もしも原町田大通り～ 【資料１】 

２ 原町田中央通り社会実験２０２１ ＥＮＪＯＹ！ＳＴＲＥＥＴ！ 【資料２】 

【位置図】 

東急ツインズ

レミィ町田

民間
交番

ＪＲ町田駅前北
交差点

原町田中央通り
交差点

浄運寺前
交差点

原町田五丁目
交差点

１ ２０２１原町田大通り
滞留空間創出社会実験 実施場所

２ 原町田中央通り社会実験２０２１
実施場所

２０２２年３月１８日・２２日 
行 政 報 告 資 料 
経 済 観 光 部 産 業 政 策 課 
都市づくり部地区街づくり課 
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2 0 2 1 原 町 田 大 通 り 滞 留 空 間 創 出 社 会 実 験

もしも原町田大通り
― も し も 原 町 田 大 通 り が 、 「 」 だ っ た ら う れ し い 。 ―

報告書＜速報版＞

2 0 2 2 年 1 月

2 / 14

S0046
テキストボックス
資料１



取組みの背景 町田市とまちづくり公社では、まちの活動を豊かにする取組みを進めています。

まちや市民のみなさんの活動が豊かになることを目指し、原町田大通りを「まちの実験区」と位置付け、様々な実験を行っていく取組みです。

■まちの実験区

自 分 の 場 所 だ と

感 じ ら れ る

た だ 、 そ こ に い た く な る

い る こ と が で き る

今 ま で で き な か っ た こ とが

自 由 に で き る

食 べ た り 、 飲 ん だ り

で き る 場 所 が た く さ ん ある

楽 し み ・ わ く わ く ・

お ど ろ き に 満 ち て い る
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実験名称｜

実施目的｜

実施期間｜

利用時間｜

主催｜

協力｜

実施場所｜

2021原町田大通り滞留空間創出社会実験

2021年度から2023年度までを計画期間とする町田駅周辺地区都市再生整備計画で掲げている目標

「賑わいや交流に溢れるまちの実現」の達成に向け、「多様なアクティビティが生まれる空間の創出」を目指し、

町田市と株式会社町田まちづくり公社が共同で社会実験を行った。

2021年11月20日(土)～12月20日(月)

8時～18時

町田市経済観光部産業政策課／株式会社町田まちづくり公社

一般社団法人町田市緑化協会／株式会社オンザウェイ

原町田大通り（町田市原町田6丁目)

開催概要 原町田大通りの道路上の一部を占用し、滞留空間として約1か月間開催しました。

東急ツインズ連絡デッキより俯瞰 原町田大通りの歩道よりアイレベル

■開催スケジュール

■位置図
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デザイン 居心地の良さやイベントとしての楽しさをつくるために工夫を行いました。

デッキ床／傾斜対応ベンチ

イベント名サイン 案内サイン／掲示板

仮構フレーム／オーニング

チラシ／ステッカー

グリーンエリアデッキエリアモビリティエリア

植物

空間デザイン
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企画内容 町田で活動されている方々の協力を得て、11の企画を実施しました。

1

2

3

4

5

6

町田トレインコネクション｜町田トレインコネクションさん

きんじょの本棚青空会議｜きんじょの本棚さん

「マチノネ」ライブ｜まちだ大學ラジオ放送局さん

「きんじょの本棚」トークライブ｜まちだ大学ラジオ放送局さん×きんじょの本棚さん

まちの実験区ＰＲ｜3411LAB×町田市モノレール推進室

芹ヶ谷公園パークミュージアム｜町田市（芹ヶ谷公園チーム）

7

8

9

10

11

市民ホールＰＲキャラバン｜町田市文化・国際交流財団さん

「きんじょの本棚」まちの実験区店｜ 3411LAB ×町田まちづくり公社

原町田大通りが○○だったらうれしい｜ 3411LAB ×町田まちづくり公社

ゲームセンター｜ 3411LAB ×町田まちづくり公社

クリスマスツリーを飾ろう｜町田まちづくり公社

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11
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利活用の様子 普段の大通りでは目にすることのない、様々な使われ方がなされていました。

保育園のお散歩、これなんだろう？

そとでオセロゲーム！ 夫婦できんじょの本棚に興味津々。

親子でまったり読書タイム。

そとで食べるって楽しいね。

友達と良い感じ～

おこられずにラクガキし放題だ！

何を書こうか考える時間が楽しい。

ウェブ配信の拠点に！
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調査結果 各種調査を実施し、利用実態の把握を行いました。

良かった

50%

良くなかった

3%

どちらとも言えない

41%

無回答

6%

利用者の感想

知っていた

44%
知らなかった

56%

利用者の社会実験の認知度

利用してみたい

56%利用することはないと思う

12%

どちらとも言えない

32%

歩行者（非利用者）への質問

■アンケート調査 <有効回答数：446>

■ステッカーによる意見収集 <枚数：348>

原町田大通りに期待すること（主な意見）

原町田・森野・

中町地区

26%それ以外

74%

無回答

0%

利用者の居住地域

20歳未満

10%

20代・30代

34%

40代・50代

25%

60歳以上

31%

利用者の年齢

買い物

50%

通勤・通学

14%

飲食・喫茶

11%

ウィンドウショッ

ピング・散歩

10%

公共公益施設・病院

5%

イベント・娯楽

5%

趣味・習い事

5%

利用者の来訪目的

【場所】

・休憩場所

・座れる場所

・緑／自然

・音楽演奏

・ステージ

・映画館

・イベント

・芝生

・カフェ

・歩行者天国

【まちの状態】

・治安がいい

・雰囲気がいい／綺麗

・夢がある

・やさしさあふれる

【やってみたい】

・遊ぶ

・スケボー

・食事
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効果・反響 SNSを通じて発信を行い、多くの反響を得ました。各方面から視察や取材も。

■ Instagram ■ Twitter

■視察・取材 敬称略／訪問順

【視察】

・札幌大通まちづくり株式会社

・原町田大通り周辺商店会長

・町田商工会議所会頭・副会頭

・相模原市南区地域振興課

【取材】

・株式会社YADOKARI

・ジェイコム株式会社

・横浜国大・横浜市大学生

・東京都

・川崎市

・about your city 小泉氏

・国土交通省

・日大 泉山研究室

・UR都市機構

・株式会社ドーコン

9 / 14



事前懸案事項 想定される懸案項目について対策を講じました。

NO 項 目 対 処 措 置 実 施 結 果 

１ パークレット内への夜間侵入者・酒宴・騒ぎ 
①侵入防止ネット、コーン/バーの設置

②監視カメラの設置（会場内、会場外）
・無し（カメラ録画で確認）

２ パークレット・周辺歩道の夜間のゴミ散乱 
①朝、晩１時間の清掃（7時と 18時）

②清掃員および警備員からの毎日の報告

・パークレット内に６回のゴミ散乱を確認

したが、人の侵入ではなく外側からの

投げ入れであることをカメラ録画で確

認した

３ スピーカーの音量による周辺店舗への影響

①スピーカーの方向と音量調整で対処

②事前の音量チェック

③周辺店舗への事前説明

・近隣ビルの入居店舗（１店舗）から商談

に支障があったとの苦情が入った

４ 実験期間中の企画の影響で歩道に人が滞留すること 

①企画主催者に事前に指導・注意

②沿道店舗側への事前説明

③当日は警備員とスタッフで注意・誘導

・11/28 企画準備中に発生したが、実施中

は警備員により制御できた

・12/4 に実施企画、取材、調査事業が

重なり、その影響で店舗前の歩道に人が

集まったり、関係者が店舗敷地内に

入ったりし、後日、近隣ビルの入居店舗

（１店舗）から苦情が入った

５ パークレット開場中の飲酒の規制について 
①注意書きの掲出

②警備員と現場スタッフによる警告

・11/28 企画最中に２名が飲酒を始めたの

でスタッフにより注意した

６ 
普段パークレット設置場所に駐停車で利用している車両

が、社会実験中に周辺道路に移動することによる影響 

①事前に周辺道路にステカン設置で周知

②周知広報等で実施期間の協力の掲載

・沿道店舗の荷捌きやゴミ収集車作業に

支障が出たとの意見があった
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原町田中央通 り社 会実験 ２０２１  ENJOY! STREET!

＜社会実験の目的＞ 

原町田中央通りは、「町田市中心市街地まちづくり計画（２０１６年）」に掲げる「個性と魅力あふれる商店街

づくりプロジェクト」の先行地区として、無電柱化事業の実施に合せて沿道空間を活用した通りの魅力づくりに取

り組んでいます。 

日常的に沿道空間を活用できる仕組みや体制を検証するため、社会実験を実施しました。 

＜社会実験の概要＞ 

 実施期間  ２０２１年１１月２０日（土）～１２月２０日（月）

 実施時間  午前１１時～午後５時（車両通行規制：午前１１時～午後７時）

 実施場所  原町田中央通り（原町田大通り～文学館通りの区間）の沿道空間

（市街地整備拡幅要綱に基づき敷地後退をした部分） 

 実施内容  沿道店舗による商品陳列、テラス席等の利用（下図青丸の店舗）

    公募により決まった第三者による出張販売やワークショップ等の利用 

（下図 A、C、Dのエリア） 

 実施準備  参加店舗、エリアに実験場所を白テープで区画

サイン入りフラワーポットの設置

共通木製ワゴンの制作（事務局１、貸出３） 

＜社会実験の様子＞ 

 沿道店舗の様子

第三者利用の様子 
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 第三者利用の様子

物品販売 

体験・ワークショップ 

飲食物販売

企業 PR ベンチ・テーブル 
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＜検証結果＞ 

参加状況 沿道店舗：１５店舗 

第三者利用：３１申請、４２出店者、１０３出店（同一出店者による複数日利用をカウント） 

社会実験中の来街者、沿道店舗の参加者、第三者利用の出店者にアンケート調査を行いました。 

回答数 来街者１７４件 

沿道店舗の参加者 １２件 

第三者利用の出店者 ３０件 

来街者からは、沿道空間を活用する取り組みに対して高い評価が得られました。 

「通りが賑やかになった」、「明るくなった」、「ただ歩く道から歩いて楽しい道になった」という声が寄せられまし

た。全体の９割以上の方から、今後の継続性について肯定的な回答をいただきました。 

26.4%

46

10.7%

3

15.4%

8

37.2%

35

31.0%

54

46.4%

13

34.6%

18

24.5%

23

25.3%

44

14.3%

4

30.8%

16

25.5%

24

17.2%

30

28.6%

8

19.2%

10

12.8%

12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

平日

休日

WS参加者

（休日）

通りの印象

変わった どちらかといえば変わった 変わらない わからない・無回答

69.5%

121

71.4%

20

67.3%

35

70.2%

66

23.6%

41

21.4%

6

26.9%

14

22.3%

21

1.1%

2

3.6%

1

1.9%

1

5.7%

10

3.6%

1

3.8%

2

7.4%

7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

平日

休日

WS参加者

（休日）

今後も継続した方が良いか

そう思う どちらかといえばそう思う そう思わない わからない・無回答
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第三者利用の出店者、沿道店舗の参加者から今後の利用について高い評価が得られました。 

 第三者利用の出店者

 沿道店舗の参加者

第三者利用の出店者は、９割近くの方が今後も使いたいと回

答し、「PRできた」「人通りが多い」という声を多数いただきました。 

また、６割を超える方に利用料が発生しても使いたいと回答い

ただき、使いたくないという方はいませんでした。 

沿道店舗の方は、７割近くの方に今後も使いたいと回答いた

だきました。 

沿道店舗と第三者利用の出店者でコラボ商品を販売した等、

今後の販売の繋がりが出来た事例も複数あり、販売・PR の場と

しての可能性を示すことが出来ました。 

PR不足、場所や時期の見直し、沿道店舗の参加などが今後の課題として挙げられました。 

来街者、第三者利用の出店者、沿道店舗の参加者全てに共通して挙げられた改善点が、取り組みの認知

度の低さでした。取り組みが定着していくために、PR方法の工夫が必要です。 

第三者利用については、季節や曜日など開催時期の設定、出店場所の集約や区画設定などの工夫、季

節や使い方による料金設定等を今後検討していく必要があります。 

また、普段沿道空間を利用していない沿道店舗の方の参加が少なかったことも課題として挙げられました。 

＜今後＞ 

２０２２年度は、２０２１年度策定する沿道空間活用についてのガイドラインを試行的に運用します。 

地元の方々と今回の社会実験で挙げられた課題を基に運用ルールを検討し、社会実験により検証、見直しを

行い、運用体制を構築します。 

使いたい

87%

どちらとも言えない　　
　　　　　13%

今後も使いたいと思うか

（N=30）

利用料が発生

しても使いたい

60%

使いたいが、利用料

が発生した場合どち

らとも言えない

ｍｉｎｍｉｎｍｉｎｍｉｎｍｉｎｍｉｎ　　27%

どちらとも言えない

10%

どちらとも言えないが、利用

料が発生した場合使いたい

3%

利用料金が発生しても使いたいと思うか

（N=30）

使いたい

67%

どちらともいえない

25%

無回答

8%

今後も使いたいと思うか

（n=12）
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